
1 営業の状況 2

単位　千円

（当期） 前期比 （当期） 前期比

小倉台クリニック 69,796 73,405 3,609 -29,803 -26,068 3,735

長洲クリニック 432,229 431,907 -322 -32,906 -26,886 6,020

ポートクリニック 886,973 964,181 77,208 88,075 153,281 65,206

本部 -34,683 -32,258 2,425

計 1,388,998 1,469,493 80,495 -9,317 68,069 77,386

単位　千円

（当期） 前期比

外来診療収益 63,312 63,056 -256

保健予防活動収益 441,973 447,067 5,094

医療相談収益 107,590 108,909 1,319

介護収益 25,825 24,436 -1,389

ドック医療相談収益 747,405 824,067 76,662

その他 3,272 2,260 -1,012

保険等調整 -379 -302 77

計 1,388,998 1,469,493 80,495 3 患者数等の状況

　グラフ１ 　（表４）患者数 単位　人　　　　　グラフ２

　グラフ３ 　グラフ４

（注）　本部　：　総務・経理等の共通管理部門

売上高

　（表２）収益別の営業の状況

2022/5/27

　売上高・営業利益ともに、新型コロナ発生前の平成３０年度並みに回復してきました。
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1，469百万円計上することができました。

営業利益

　（表１）部門別の営業の状況 単位　千円

平成29年度

　総資産はコロナ関連借入の254百万円を返済したこともあり、197百万円減少し1,347百万円となりました。

令和２年度

令和３年度 事業報告 

　令和３年度は売上・利益ともに前期と比較し順調に回復しました。売上は5.8％アップの80百万円増加し

　営業利益は前期の赤字9百万円から77百万円増加し68百万円の黒字となりました。
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業績の推移

区　分

売上高 1,456,666

　（表３）業績推移表
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